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	矢幅
	橋本
	小川
	菅原
	鳴海
	慶長
	戸賀沢
	鳥谷部
	三國
	柴崎
	馬場

	業務
	業務
	業務
	業務
	年休
	○
	業務
	○
	公休
	○
	業務

	紫葉
	佐々木
	間山
	
	
	
	
	
	
	
	

	業務
	業務
	○
	
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・年末年始特別勤務手当の支給について

支給対象期間：12月31日（月）、1月1日（火）・2日（水）・3日（木）

支給場所：本部1F経理室（青南病院職員、本部事務員）

支給時間：8：00～17：30 （ただし、13：00～14：00を除く）

当日、欠勤・遅刻・早退をした職員は、支給対象外となる為、注意すること。

受領時は、氏名サインまたは、印鑑（シャチハタ可）捺印。パート職員および出向職員は支給対象外となる。
昨年同様、まとめて受け取る事が可能かどうか、経理に確認していく。

・今後有給を取得したい場合は、ワークフロー提出に加えて、慶長JGMにも口頭で報告と相談をすること。
・自身の担当利用者様のデータベースの情報を最新のものに更新すること。期限は12月中。
・日誌やカンファレンスの回覧後に届くコメントに、指摘内容があれば直ぐに情報を伝え、対応するようにすること。
・年末年始行事について明日話し合いを行い、当日の実施の流れや分担を確認することとしている。
＜各種締め切り＞
・12月中　　データベース更新

・1/10（木）疾患別診療計画書（新担当）、週4回以上利用で医師の評価が6カ月されていない利用者様がいれば、医師の評価を忘れずに。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

・認知症ケア専門士認定試験の案内があり、希望の方は佐藤AOMまで。

〔内部研修〕
・1/9（水）　看護グループ内研修　テーマ「患者様のプログラムに関して（リハプロ、作業療法、SST）」　講師：木村JGM　佐藤OT　場所:2階会議室
＜法人行事＞
・12/30（日）納会
・1/4　（金）互礼会

＜利用者様情報＞
デイケア
・若宮　洋　様　～12/26（水）、12/28（金）に体験利用の予定であったが、本人より架電があり、今週は用事がある為来所できないと話している。次回体験利用に関しては未定であり、1/4（金）に次回利用の日程を電話にて連絡して頂くこととし終電。今後の正式利用に向けて、本人の意向を確認していきつつ、日程を調整していく。
・佐々木　理佳様～本人より架電があり、仕事は二戸にあるジョイスのレジ打ちであり、週5日で就労時間は4時間と話している。慣れてきたら6時間の就労にしていきたいと話しており、同様の話を主治医にもしているとのこと。また、主治医と話し合い、休みの日にはデイケアを利用すると話している。本日は仕事がある為欠席するとのことで、上記を訪問看護師、相談支援専門員へ情報提供していく。本人の考えのみで行動することが目立っている為、都度状況を確認しながら適宜介入していく。
・成田　早希　様～本日来所しており、特定スタッフとの面談を希望している。面談では、以前、主治医を変更したいと話していたことに関して「先生に言いたいことを言えて、確認することができてすっきりできたので、先生を変えなくても大丈夫になりました」と話している。当時、特定スタッフに相談した際には、全て自分自身の思い通りに行くことはない為、一時の感情で動くのではなく、相手のことや今後の状況を踏まえて考えるようアドバイスされたが、当時は受け入れることが出来なかったとのこと。しかし、他の人に相談するにつれ理解でき、アドバイス通りに考え、主治医に質問し対応出来たとのこと。無事対応できたことを評価し、今後も似たような状況が生じることは十分考えられる為、同様に対応していくよう促しつつ、対処できない場合にはまた相談するよう説明すると「そうします」と表情良く返答している。

デイナイトケア
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、帰荘後、義歯や私物を弄られたと話しており、スタッフから助言をするが「そんなんじゃない」と話していたとのこと。上記のことがあり、義歯の洗浄を行いたくないと話す為、清潔な状態を保つために必要なことを伝えている。今朝は、特定利用者様（佐藤ミツ子様）に「部屋のものが弄られている」「青風荘から出される」と話しており、スタッフ介入し他者の前で不満や悪口を言わないと決めた面談時のことを振り返っている。振り返りの際には、何を言っても逆上しており、他利用者様への影響が大きくなっている。また、青陽館に行きたくないような発言が聞かれていたとのこと。デイナイトケア来所時は、特定スタッフに挨拶をするが、他のスタッフには挨拶をしない等、人を選んで声を掛ける様子が窺えている。その他、津嶋イチ子様と青風荘スタッフの悪口を話すことがあり、スタッフが何があったのか確認しようとするが、「話さない方が良いよ」と津嶋様に話し、詳細を話すことは無い。昼食時には遅れて来ており、一方的に「食べない」と話し、スタッフから繰り返し食べるよう促しても「食べたくないからいい」とのみ話し、昼食を不食している。身勝手な行動や他利用者への影響が強くなっている為、関係機関へ情報を伝えつつ、他利用者への配慮をしながら介入していく。

・津嶋　イチ子様～来所後に、特定利用者様（倉橋生子様）との会話の中で、青風荘スタッフの悪口を言っている。スタッフから何があったのか確認しようとするが、倉橋様に”話さない方がいいよ”と言われたこともあり、「何でもない」と話すことはない。場所を移動し、ロッカーにて話し込んでいる声が聞こえている。その後、スタッフより青風荘で何かあったのか尋ねると「外泊のことでね、教えてくれないんだよ」と困った表情をしている。保護者様から連絡がきてない可能性があり、伝えることができないのではないかと話すと、聞き入れている。気になることがあれば溜め込まずに話して欲しいことを伝え、青風荘に情報提供している。
ナイトケア
・特記なし
カンファレンスシート（奥山以依子様）

実施日：H30年12月26日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：柴崎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

検討内容　目標、計画の見直し

	氏名
	奥山以依子様
	性別
	女
	年齢
	68
	生年月日
	　S24年12月29日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・対人関係、身体機能の維持・向上　・作業能力・持続性の維持、向上。

・病識を理解し身体的、精神的に安定する　　・集団生活を継続する。

	本人希望
	集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。

	家族希望
	施設入所継続してほしい。

	入院歴
	計　2　回（最終：55年4月26日～17年4月4日）※当院2回

	通所歴
	　1　回目

· 今回：平成17年4月～現在（週5回/月・火・水・木・金曜日）

	生活歴・治療歴
	高校入学するが、急激に成績が下がり高校3年の4月に放浪・滅裂言動・奇行（学校で昼以外の時間に弁当を食べる等）が出現し、無為的な状態となり、S42年4月18日当院受診し同日入院となる。

入院加療により異常体験に基づく行動は減少し、H1年4月29日医療保護入院から任意入院へと切り替えとなる。現在は欠陥状態・長期入院による社会性の欠如があり、各種精神科専門療法及び社会復帰訓練を行なっている

	その他サービス利用
	青風荘入所　平成20年4月3日～現在

	住居：

グループホーム｢青風荘｣　入居中
	家族構成







	利用制度
	障害基礎年金1級　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳1級

重度心身障害者医療費制度　　　自立支援医療費制度

障害福祉サービス　区分4


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画


	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①-1スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。

①-2超能力に関する発言が聞かれた場合、現実検討を促していく。
	①-1スタッフとの振り返りを通して不調に気が付く事ができるようになる。

①-2振り返りを通して現実検討を促し、自覚できるようになる

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　　　
	②交流関係を円滑にし、人にぶつかった時は謝れるようになる。　　
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


【検討内容】目標の見直し

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	・朝のウォーキングの途中で独語があり声をかけると「糖尿病なので、どうにかしないと・・・」と発言しており、スタッフが声を掛けると、スタッフの方を向き反応を示しているが、再び独語がある状態でウォーキングをしている。体調について質問すると、「超能力のせいかもしれませんね」等質問内容にお対する答えではない言葉がかえってくることがあり、妄想様の発言ある。妄想に左右された行動化に注意する必要がある。

・他の利用者様との関係で自分の日課を自分のペースで出来ないことをスタッフに訴え泣くことがある。
	・不調時には自分から相談することがないため、スタッフが変化に気付き声をかけていくことする。不調があった際にスタッフに声を掛けられたときは話すことが出来るとする。
・他の利用者様との関係でスタッフは言動に注意し適宜声掛けを行いストレスを溜め込まないように注意する。

	②周りを見ながら行動し、人にぶつかった時は謝れるようになる。
	・移動時には早足で行動するときがあるため、声掛け要している。
・青風荘で転倒する事があるが、その後も早足で歩くことがありスタッフがゆっくり歩くように助言し｢はい｣と返事するが変わらずに早足で歩くことがある。

転倒した後に主治医より壁を伝って歩くように助言されたが、そうするべきかスタッフに質問があり、転倒したことを振り返り、壁のない所ではテーブルなどに手を付きゆっくり歩くように助言するが｢個人の自由ですけどね｣と話しその後は静かに考えている様子がある。
	・一つのことに集中すると、スタッフの声かけも聞き入れずに早足で行動することがあるため、スタッフは繰り返し声掛けを行い、転倒などの危険がないように注意する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①-1スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。

①-2超能力に関する発言が聞かれた場合、現実検討を促していく。→超能力に関係する妄想様発言があるが、行動化に至っていないため、削除し行動化の兆候が現れたときに対応を検討する。
	①-1スタッフから聞かれた事に返答できるようになる。

①-2振り返りを通して現実検討を促し、自覚できるようになる。
→短期目標①-2と同様に削除

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　
	②物や人にぶつかることが無いように周りを見ながら行動する。
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


保護者・彰二様





裕子様








